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説
教
の
心
得

―
明
治
期
の
説
教
学
に
学
ぶ
―

佐

々

木

大

樹

一
、
は
じ
め
に

　

仏
の
教
え
を
他
に
伝
え
る
こ
と
は
、
仏
教
者
に
と
っ
て
必
須
の
行
為
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
釈
尊
が
成
道
後
の
四
五
年
間
を
、
遊

行
伝
道
に
費
や
さ
れ
た
事
績
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

本
宗
に
お
い
て
も
、「
本
宗
の
教
化
は
、
全
宗
門
人
が
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
宗
法
第
九
条
）
と
規
定
し
、
檀
信
徒

の
安
心
体
得
の
た
め
、「
行
法
、
法
要
儀
式
、
言
説
、
詠
歌
、
放
送
、
文
書
、
映
像
及
び
各
種
事
業
の
他
、
時
宜
に
適
し
た
方
法
」（「
教

化
規
程
」
第
一
条
）
を
行
う
と
し
て
い
る
。
昨
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
教
化
方
法
の
多
様
化
が
著
し
い
が
、
そ
れ
で

も
な
お
「
言
説
」、
す
な
わ
ち
僧
侶
が
人
前
で
仏
教
を
説
く
意
義
は
大
き
く
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
反
面
、
僧
侶
が
修
道
過
程
で
、
仏
教
の
説
き
方
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
は
少
な
い
。
多
く
の
場
合
、
他
の
や
り
方
を

ま
ね
て
、
手
探
り
な
が
ら
説
教
し
て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
代
で
も
話
し
方
に
関
す
る
書
籍
は
多
数
出
版
さ
れ
る
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が
、
必
ず
し
も
仏
教
を
説
く
の
に
適
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
各
種
の
「
説
教
学
」
に
注
目
し
、
仏
教
を
説
く
上
で
の
心
得
や
話
法
に
つ
い
て
、
現

代
応
用
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
取
り
ま
と
め
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
仏
教
を
説
く
こ
と
は
古
来
、
説
教
・
説
法
・
布
教
・
法
話
等
の
名

称
で
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
本
論
で
は
、
や
や
形
式
的
な
性
格
が
強
い
「
説
教
」
を
中
心
に
論
じ
て
ゆ
き
た
い）

1
（

。

二
、
明
治
期
と
「
説
教
学
」

　

明
治
期
の
仏
教
界
は
、
未
曽
有
の
神
仏
分
離
や
廃
仏
毀
釈
、
ま
た
熱
烈
な
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
を
目
の
当
た
り
に
し
、
各
宗
こ
ぞ

っ
て
民
衆
へ
の
説
教
・
演
説
に
力
を
入
れ
始
め
た
。
真
言
宗
で
も
従
来
の
説
教
軽
視
の
風
を
改
め）

2
（

、
宗
団
全
体
を
挙
げ
て
大
衆
布

教
に
取
り
く
む
よ
う
に
な
っ
た）

3
（

。

　

欧
米
か
ら
様
々
な
文
物
・
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
民
衆
の
趣
向
や
生
活
様
式
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
仏
教
を
含
め
た
伝
統
文
化

を
軽
視
す
る
風
潮
が
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
、
旧
来
の
説
教
法）

4
（

で
は
な
く
、
時
機
に
適
し
た
説
教
法
を
求
め

る
機
運
も
ま
た
生
じ
た
。

　

昔
は
和
漢
の
言
説
・
譬
喩
の
み
に
て
十
分
に
仏
教
を
口
演
し
た
り
し
が
、
今
の
世
間
は
既
に
和
漢
の
言
説
・
譬
喩
を
軽
蔑
し

毫
も
之
を
信
従
せ
ざ
る
の
世
間
と
な
れ
り
。
而
し
て
西
洋
の
言
説
・
譬
喩
は
、
其
の
是
非
曲
直
な
が
ら
も
之
を
貴
重
し
之
を
信

従
す
る
の
世
間
な
り
。
此
の
世
間
に
大
導
師
と
し
て
仏
教
を
弘
通
す
る
者
、
豈
に
深
く
時
勢
・
人
情
を
推
移
し
て
以
て
仏
教
を

敷
衍
す
る
の
覚
悟
な
か
る
べ
け
ん
や）

5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
機
運
の
中
で
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
頃
よ
り
、
宗
派
を
超
え
て
汎
用
可
能
な
「
説
教
学
」
に
関
す
る
書
籍
が

陸
続
と
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
伝
統
的
な
説
教
法
を
土
台
と
し
な
が
ら
も
、
積
極
的
に
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
説
教
法
を
取
り
入
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れ
て
改
良
を
試
み
た
こ
と
か
ら）

6
（

、「
改
良
説
教
」（
新
布
教
法
）
と
呼
ば
れ
る
。「
改
良
説
教
」
の
試
み
は
当
時
、
必
ず
し
も
完
全
に

成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が）

7
（

、
後
述
す
る
よ
う
に
、
説
教
者
の
心
得
や
話
法
に
つ
い
て
、
現
代
で
も
参
考
に
な
る
部

分
が
多
く
あ
る
。

①
栗
田
信
太
朗
編
『
日
本
各
宗
仏
教
演
説
亀
鑑
』　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）　

競
錦
書
屋

　

仏
教
演
説
の
総
論
・
規
律
を
最
初
に
示
し
、
後
に
各
宗
の
演
説
例
を
挙
げ
る
（
真
言
宗
は
土
宜

法
龍
が
担
当

）。

②
華
皐
大
仙
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

　

説
教
・
講
談
・
演
説
・
法
話
の
相
違
、
習
練
・
音
声
・
態
度
等
、
説
教
の
規
則
・
注
意
点
を
明
か
す
。

③
伊
東
洋
二
郎
・
阪
口
鉄
著
『
仏
教
演
説
達
弁
之
術
』　

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）　

其
中
堂

　

仏
教
演
説
の
資
格
・
心
得
、
論
理
法
・
因
明
法
、
修
辞
法
、
音
声
・
態
度
・
思
想
等
を
説
く
。

④
小
澤
吉
行
著
『
改
良
新
選　

説
教
学
』　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）　

明
教
社

　

説
教
の
秘
訣
と
し
て
音
声
・
論
理
学
を
取
り
上
げ
、「
説
教
門
（
真
言
宗
は
青
木

栄
豊
が
担
当

）」「
法
話
門
」
と
し
て
実
例
を
挙
げ
る
。

⑤
小
澤
吉
行
著
『
賛
題
因
縁　

説
教
之
栞
』　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）　

其
中
堂
出
版

　

説
教
の
実
例
と
し
て
各
種
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
仏
典
の
記
述
・
格
言
、
因
縁
等
を
挙
げ
る
。

⑥
森　

貴
之
著
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）　

其
中
堂
出
版

　

学
術
と
の
関
係
、
音
声
や
態
度
を
取
り
上
げ
、
各
宗
説
教
の
実
例
を
挙
げ
る
（
真
言
宗
は
吉
堀

慈
恭
が
担
当

）。

⑦
澤
吉
行
著
『
西
洋
因
縁　

説
教
之
栞
』　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）　

其
中
堂
出
版

　

説
教
の
実
例
と
し
て
、
各
種
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
西
洋
の
学
説
・
因
縁
等
を
紹
介
す
る
。
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⑧
加
藤
熊
一
郎
（
加
藤
咄
堂
）
著
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』　

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）　

森
江
書
店　

　

総
説
・
要
素
・
組
織
・
修
辞
・
練
習
に
分
け
て
説
教
を
体
系
的
に
説
き
示
す
。

　

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
で
は
、
説
教
学
を
出
版
し
た
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

人
あ
り
或
は
曰
く
、
凡
そ
人
に
弁
・
不
弁
あ
る
は
天
性
に
出
で
て
、
而
し
て
学
習
に
得
ら
る
べ
き
者
に
非
ず
と
。
此
の
説
、

一
理
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
遂
に
其
の
一
を
知
て
、
其
の
二
を
知
ら
ざ
る
の
憾
な
き
能
は
ず
。
蓋
し
説
教
術
は
学
習

に
由
て
上
達
す
る
者
な
り）

8
（

。

　

す
な
わ
ち
、
人
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
弁
・
不
弁
の
差
が
あ
る
と
し
、
高
尚
な
信
念
が
あ
っ
て
も
弁
舌
が
伴
わ
ず
想
い
を
伝
え
ら

れ
な
い
者
も
い
れ
ば
、
深
い
考
え
が
な
く
て
も
能
弁
に
よ
り
人
を
感
動
さ
せ
る
者
も
い
る
と
い
う
。「
説
教
学
」
で
は
、
こ
の
よ
う

な
弁
舌
の
差
を
認
め
た
上
で
、
世
間
の
学
問
・
技
術
と
同
様
、
説
教
術
も
学
習
に
よ
り
上
達
可
能
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
発
刊
の

事
由
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
明
治
期
に
お
け
る
説
教
の
目
的
・
信
仰
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
上
で
、
説
教
前
と
説
教
時
に
二
分
し
て
、
説
教
者
の
心

得
や
話
法
の
要
点
を
ま
と
め
て
ゆ
き
た
い
。

　

な
お
引
用
文
は
、
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
て
適
宜
、
助
字
や
句
読
点
等
を
補
い
、
変
態
片
名
等
も
通
用
の
仮
名
に
改
め
、
難
読
語

に
は
必
要
に
応
じ
て
平
仮
名
で
ル
ビ
を
付
し
た
（
カ
タ
カ
ナ
の
ル
ビ
は
、
引
用
元
に
お
け
る
ル
ビ
を
反
映
）。

三
、
説
教
の
目
的
と
信
仰

　

僧
侶
は
仏
事
に
前
後
し
て
慣
例
的
に
説
教
を
行
っ
て
き
た
が
、
果
た
し
て
説
教
の
目
的
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
④
『
改
良
新
選　
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説
教
学
』
で
は
、
仏
教
の
弘
通
に
よ
っ
て
浄
菩
提
心
を
発
さ
せ
、
安
心
を
決
定
さ
せ
る
の
が
目
的
と
し）

9
（

、
そ
の
達
成
に
は
聴
衆
の

感
動
が
必
然
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る）

11
（

。

　

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
は
、
説
教
の
目
的
と
し
て
教
義
の
宣
伝
と
、
そ
れ
に
よ
る
信
心
の
鼓
舞
を
挙
げ
て
お
り
、
未

信
者
な
ら
ば
信
仰
を
発
さ
せ
、
す
で
に
信
者
な
ら
ば
強
固
な
信
仰
へ
と
導
く
べ
き
と
し
て
い
る）

11
（

。
信
心
を
発
さ
せ
る
た
め
に
は
、

奥
深
い
教
え
を
誰
に
で
も
分
か
り
易
く
説
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
方
法
を
研
究
す
る
の
が
説
教
学
で
あ
る
と
し
て
い
る）

11
（

。

し
か
し
、
説
教
学
の
理
論
・
方
法
論
が
あ
れ
ば
、
万
事
解
決
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

　

如
何
に
其
の
論
が
高
く
、
其
の
言
が
美
し
か
っ
て
も
説
教
者
、
其
の
人
に
信
仰
の
念
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
到
底
、
説
教
た

る
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ）

13
（

。

　

本
来
、
仏
法
を
知
ら
な
い
者
に
説
教
を
行
っ
て
も
、
そ
の
妙
味
は
万
分
の
一
も
伝
え
が
た
く）

11
（

、
説
教
者
自
身
に
確
固
た
る
信
仰

が
な
け
れ
ば
、
い
か
に
弁
舌
巧
み
に
高
尚
な
話
を
し
よ
う
と
も
、
聴
衆
を
感
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
。
自
己
の
信
じ
る
と
こ

ろ
を
説
教
し
、
他
に
信
心
を
発
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
そ
う
に
見
え
て
、
実
際
は
困
難
で
あ
る
と
い
う）

15
（

。

　

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』　

で
も
弁
舌
以
前
に
、
説
教
を
志
す
者
に
揺
る
ぎ
な
き
自
分
の
信
念
が
な
け
れ
ば
、
説
教
の
価
値
は

な
い
と
断
じ
て
い
る
。

　

如い
か
ほ
ど

何
程
、
弁
舌
が
爽
快
な
る
も
自
己
の
作
説
・
意
見
な
く
ん
ば
何
の
用
を
か
為
さ
ん
や
。『
礼ら
い

』
に
「
鸚お
う
む鵡
、
善
く
談
ず
る

も
飛
鳥
を
離
れ
ず
」
と
の
格
言
に
漏
れ
ず
。
成
る
程
、
鸚
鵡
は
発
音
を
教
へ
ら
れ
、
又
た
善
く
す
べ
し
。
而
し
て
談
論
に
至
り

て
此
の
如
く
才
な
く
意
な
く
ん
ば
少
し
も
価
値
な
き
な
り
。
夫
の
他
人
の
説
を
以
て
之
を
衆
人
の
前
に
於
て
弁
ず
る
者
の
如
き

は
、
概
ね
皆
な
智
識
な
く
気
力
な
き
説
教
者
の
み
。
何
と
な
れ
ば
自
己
の
作
説
・
意
見
な
き
者
な
れ
ば
な
り）

11
（

。

　

他
人
の
説
教
を
ま
ね
る
者
は
、
あ
た
か
も
鳥
の
オ
ウ
ム
の
よ
う
で
あ
る
と
し
、
説
教
者
は
自
分
の
考
え
を
確
立
す
る
た
め
に
、
粘
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り
強
く
勉
学
に
励
む
べ
き
と
し
て
い
る
。

四
、
説
教
前
の
準
備
と
心
得

ⓐ
説
教
学
と
勉
学

　

各
種
の
「
説
教
学
」
で
は
、
説
教
の
基
盤
と
し
て
勉
学
・
学
問
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で
は
、
説
教
者
が
懸け
ん

河が

の
弁
（
勢
い
よ
く
流
れ
る
河
の
よ

う
に
弁
舌
を
振
る
う
こ
と
）
で
あ
っ
て
も
、
学
問
が
な
け
れ
ば
礎
石
な
き
家
屋
の

よ
う
な
も
の
で
、「
甚
だ
危
し
」
と
し
て
い
る）

17
（

。
こ
の
よ
う
な
説
教
者
は
、
知
識
人
や
学
者
を
目
の
前
に
す
る
と
恐
れ
、
気
後
れ
し
、

た
ち
ま
ち
に
説
教
が
乱
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
ま
た
、
い
か
に
弁
舌
巧
み
で
あ
っ
て
も
、
内
容
が
伴
わ
な
け
れ
ば
嘲
笑
さ
れ
る
と
し
、

そ
れ
は
説
教
者
の
恥
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仏
祖
を
穢
す
こ
と
に
な
る
と
警
告
し
て
い
る）

11
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
説
教
者
は
、
話
す
内
容
の
真
偽
、

情
報
源
を
よ
く
吟
味
す
る
た
め
に
も
、「
先
づ
学
問
を
急
務
と
す
べ
し
」
と
断
じ
て
い
る
。

　

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』　

で
は
、
説
教
者
が
修
め
る
べ
き
学
問
に
つ
い
て
、
教
義
の
宣
伝
を
理
由
に
「
宗
門
学
」
を
第

一
に
挙
げ
て
い
る）

19
（

。
新
旧
聖
書
の
み
の
キ
リ
ス
ト
教
に
比
べ
る
と
、
仏
教
の
宗
門
学
は
多
様
で
あ
り
、
習
得
は
難
し
い
と
し
な
が

ら
も
、
最
初
に
宗
門
の
肝
要
な
る
書
籍
、
次
い
で
通
仏
教
の
書
籍
を
順
に
研
究
す
れ
ば
よ
い
と
し
、「
説
教
者
は
生
涯
学
問
を
離
れ

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
誡
め
て
い
る）

11
（

。

　

ま
た
、
宗
門
学
の
み
な
ら
ず
、
天
文
・
地
理
・
物
理
・
化
学
・
鉱
物
・
植
物
・
動
物
・
生
理
、
経
済
・
政
治
・
法
律
等
の
百
般
の

学
科
も
、
全
て
説
教
の
材
料
に
な
る
と
し
て
学
習
を
勧
め
て
い
る）

11
（

。
そ
の
他
に
も
言
語
を
練
習
す
る
た
め
に
国
語
の
傑
作
を
読
む

こ
と
、
宗
教
と
迷
信
と
を
見
極
め
る
た
め
に
哲
学
の
学
び
を
勧
め
て
い
る）

11
（

。

　

さ
ら
に
説
教
者
は
学
問
の
み
な
ら
ず
、
宣
教
師
に
見
な
ら
っ
て
、
世
間
の
人
々
と
よ
く
交
流
し
て
人
情
を
よ
く
観
察
し
、
土
地
ご
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と
の
風
俗
・
慣
習
に
熟
知
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
い
る）

13
（

。
有
名
な
説
教
者
は
、
行
っ
た
先
の
㈠
地
理
の
概
略
、
㈡
教
育
の
程
度
、

㈢
商
工
業
の
状
況
、
㈣
主
要
な
る
物
産
、
㈤
寺
院
の
配
置
、
㈥
外
教
の
状
況
、
㈦
人
情
風
俗
、
㈧
歴
史
の
概
略
、
㈨
主
要
な
る
人
物
、

㈩
政
治
上
の
形
勢
等
を
よ
く
観
察
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
説
教
を
練
る
と
い
う）

11
（

。

　

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で
も
、
説
教
に
は
「
転
迷
開
悟
の
出
世
間
法
」
と
「
勧
善
懲
悪
の
世
間
法
」
の
両
面
が
あ
る
と
し
、
特

に
後
者
に
お
い
て
説
教
者
の
様
々
な
経
験
・
見
聞
が
役
立
つ
と
し
て
い
る）

15
（

。
ま
さ
に
説
教
者
は
、
宗
門
学
を
根
幹
と
し
な
が
ら
も
、

世
間
の
学
問
知
識
、
日
常
の
経
験
等
も
疎
か
に
せ
ず
、
両
者
を
交
え
な
が
ら
説
教
す
る
の
が
理
想
と
い
え
よ
う
。

ⓑ
説
教
の
習
練
法

　

説
教
者
は
学
問
を
積
め
ば
、
す
ぐ
に
説
教
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
手
順
を
踏
ん
で
説
教
に
慣
れ
、
習
練
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

る
。
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で
は
、
説
教
者
の
習
練
に
つ
い
て
七
種
の
規
則
が
あ
る
と
し
て
い
る）

11
（

。

一
、 

立
志

二
、 

勉
強
…
才
能
や
素
質
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
要
。

三
、 

暗
記
…
先
人
の
軌
範
や
内
容
を
千
読
万
誦
し
て
、
一
言
一
語
も
加
減
せ
ず
に
暗
記
す
る
。
暗
記
習
練
す
れ
ば
、
弁
舌
が
快
爽
と

な
り
、
ど
も
っ
た
り
、
言
い
止
ま
っ
た
り
が
な
く
な
る
。

四
、 

慣ザ
ニ
ナ
ル
ル座

…
座
を
重
ね
て
説
教
に
慣
れ
る
。
ま
た
説
教
の
長
短
や
優
劣
を
識
別
し
取
捨
す
る
。
慣
れ
て
く
る
と
慚
愧
（
恥
ず
か

し
さ

）
が

な
く
な
り
、
自
然
自
在
に
言
葉
が
出
る
よ
う
に
な
る
。

五
、 

他
聞
…
他
の
説
教
を
よ
く
聴
聞
す
る
。
妙
言
を
記
憶
し
、
弊
習
（
よ
く
な

い
慣
習
）
を
取
捨
す
る
。

六
、 

強ご
う
た
ん膽
…
膽き
も

を
大
き
く
す
る
。
絶
え
ず
教
場
に
昇
る
と
と
も
に
、
様
々
な
知
識
・
経
験
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
剛
強
・
不
屈
の
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心
構
え
を
身
に
着
け
る
。

七
、 
談だ
ん
し
ゃ
く笏

…
説
教
の
手て
し
ゃ
く笏

（
備
忘
録
）。
知
識
や
経
験
を
記
載
し
て
一
巻
の
談
笏
を
作
り
、
秘
蔵
し
説
教
に
備
え
る
。

　

上
記
を
補
足
す
る
と
、
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』、
⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』　

で
は
、「
四
、
慣
座
」
に
つ
い
て
、
最
初
か
ら

弁
舌
巧
み
な
者
は
ご
く
稀
で
あ
り
、
著
名
な
る
説
教
者
も
初
め
は
未
熟
で
あ
り
、
失
敗
と
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、
徐
々
に
話
術
を
上

達
さ
せ
て
き
た
と
し
て
い
る
。

　

古
今
、
説
教
家
の
有
名
な
る
者
を
将も
っ

て
観
る
と
き
は
其
の
大
半
は
皆
な
失
敗
に
由
て
上
達
し
た
る
者
た
る
を
知
る
べ
し
。
然

れ
ど
も
勉
習
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
而
し
て
初
め
よ
り
能
く
弁
論
せ
し
者
に
至
り
て
は
、
蓋
し
甚
だ
僅
少
な
り）

17
（

。

　

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』　

で
は
、
座
に
慣
れ
る
基
準
を
百
座
と
し
、
千
座
や
れ
ば
上
手
と
な
り
、
さ
ら
に
千
座
、
二
千
座
、

五
千
座
、
一
万
座
と
座
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
て
説
教
が
熟
達
す
る
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。

　

説
教
の
習
練
は
、
必
ず
し
も
説
教
本
番
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
平
素
の
会
話
も
ま
た
重
要
な
契
機
に
な
る
と
し
て
い
る
。

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で
は
、
平
素
の
会
話
に
お
い
て
説
教
の
言
葉
や
内
容
を
含
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
が
他
人
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
、
そ
の
反
応
を
注
意
深
く
観
察
す
べ
き
と
し
て
い
る）

19
（

。
ま
た
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』　

で
も
、
平
常
の
会
話

を
疎
か
に
す
る
と
、
説
教
時
に
知
ら
ず
知
ら
ず
悪
い
癖
が
出
る
と
し
、
常
日
頃
か
ら
説
教
者
は
言
葉
遣
い
や
話
題
の
選
択
等
に
つ
い

て
注
意
を
払
う
べ
き
と
し
て
い
る）

31
（

。

　

次
に
「
五
、
他
聞
」
に
関
し
て
、
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
は
、「
大
家
の
説
教
を
多
く
聴
く
こ
と
が
必
要）

31
（

」
と
し
て
、

名
人
の
説
教
を
多
く
聞
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
ご
と
く
他
の
模
倣
に
終
始
し
て
は
意
味
な
く
、「
説
き
や
う
の

工
夫
を
す
る
に
は
、
多
く
聴
く
の
が
一
番）

31
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
他
を
参
考
に
し
て
工
夫
し
、
自
ら
の
説
教
術
を
磨
く
こ
と
が
重
要
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で
あ
る
。
ま
た
同
書
で
は
、
多
く
説
教
を
聞
い
て
も
実
際
に
説
教
し
な
け
れ
ば
、
説
教
の
批
評
が
で
き
る
だ
け
で
、
説
教
は
上
達
し

な
い
と
注
意
し
て
い
る）

33
（

。「
六
、
強ご
う
た
ん膽

」
に
つ
い
て
は
、
後
の
「
説
教
の
心
得
と
威
儀
」
の
項
で
取
り
上
げ
た
い
。

　

最
後
に
「
七
、
談だ
ん
し
ゃ
く笏

」
と
は
、
説
教
の
題
材
を
書
き
と
め
た
「
備
忘
録
」
の
こ
と
で
あ
る
。
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』

で
は
、
説
教
者
が
読
書
し
学
ん
だ
こ
と
や
、
見
聞
き
し
た
人
情
・
風
俗
に
つ
い
て
備
忘
録
を
作
り
、
こ
れ
を
く
り
返
し
読
み
、
記
憶

し
て
説
教
の
材
料
に
す
べ
き
と
し
て
い
る）

31
（

。
そ
の
際
、
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
細
部
に
至
る
ま
で
真
妄
を
精
査
す
べ
き
こ
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
備
忘
録
等
を
元
に
、
自
分
で
説
教
の
た
め
の
「
腹
稿
」
を
作
る
べ
き
こ
と
も
勧
め
て
い
る
。
⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』　

で
は
、
老
練
の
説
教
の
大
家
で
あ
っ
て
も
、
一
言
一
句
を
誤
ら
ぬ
よ
う
に
腹
稿
を
持
っ
て
説
教
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
初
め
て
説
教
に

臨
む
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
腹
稿
を
作
る
べ
き
と
し
て
い
る）

35
（

。
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
も
、
腹
稿
に
も
と
づ
く
練
習
を

勧
め）

31
（

、「
弁
舌
の
み
に
依
頼
し
て
腹
稿
の
な
い
演
説
は
決
し
て
成
功
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ）

37
（

」
と
断
じ
て
い
る
。
腹
稿
の
文

体
は
、
実
際
に
聴
衆
に
対
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
書
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る）

31
（

。

　

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
「
説
教
に
熟
達
す
る
の
方
法
は
別
に
な
い
。
多
く
学
び
、
多
く
考
へ
、
多
く
聞
き
、
多
く
説

く
の
で
あ
る）

39
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
意
識
し
て
日
常
の
中
に
説
教
の
材
を
求
め
て
備
忘
録
を
編
み
、
さ
ら
に
腹
稿
を
作
成
し
て
、

積
極
的
に
説
教
に
臨
み
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
い
え
よ
う
。

Ⓒ
説
教
者
の
人
柄
と
生
活

　

説
教
を
志
す
者
に
は
、
い
か
な
る
素
養
が
求
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』

で
は
、
説
教
者
が
兼
備
す
べ
き
要
素
と
し
て
七
種
を
挙
げ
て
い
る）

11
（

。
す
な
わ
ち
、
篤
実
（
自
ら
よ
く
謹
み
、

品
行
方
正
で
あ
る
）、
信
心
（
他
に
信
心
を
得
さ
せ
る
た
め
に
、

ま
ず
自
ら
信
心
・
菩
提
心
を
発
す
）、
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学
問
（
本
宗
の
宗
旨
を
詳
し
く
学
び
、

さ
ら
に
内
外
に
博
覧
で
あ
る

）、
才
智
（
人
の
器
量
。
事
に
臨
み
、
機
に
応

じ
て
内
外
軽
重
を
適
宜
判
断
で
き
る
）、
卓
見
（
人
の
威
徳
。
言
行
と
も
に
高
尚
、
厳
粛

に
た
も
ち
、
説
教
に
威
厳
を
も
た
せ
る
）、
音
声
、
健
康
で
あ
る
。
天
下

に
著
名
な
る
説
教
者
に
は
、
自
ら
を
正
す
強
い
信
心
が
あ
り
、
品
行
方
正
、
学
問
博
識
、
音
声
爽
快
、
弁
舌
懸
河
、
容
貌
温
和
で
、

誰
に
で
も
等
し
く
接
す
る
こ
と
か
ら
、
人
々
は
草
が
風
に
な
び
く
よ
う
に
帰
服
す
る
と
い
う）

11
（

。

　

ま
た
同
書
で
は
、
説
教
者
は
信
仰
に
も
と
づ
き
、
平
素
い
か
な
る
生
活
を
送
る
べ
き
か
、
同
様
に
七
種
を
挙
げ
て
い
る）

11
（

。
す
な

わ
ち
、
真
正
（
世
事
に
浮
か
れ
る
こ
と
な
く
、
慢
心
せ
ず
、

慎
み
深
く
生
き
る
。
議
論
や
怒
り
等
を
避
け
る
）、
行
儀
（
起
居
動
作
を

厳
粛
に
す
る
）、
正
服
（
衣
服
を
正

し
く
す
る
）、
拝
受
（
布
施
・
信
施
を
丁
寧
に
拝
受
す
る
。
布
施

の
多
少
、
厚
薄
を
問
題
に
し
て
は
な
ら
な
い
）、
余
閲

（
説
教
の
余
暇
、
雑
談
や
娯
楽
を
避

け
、
書
籍
を
読
む
こ
と
に
努
め
る
）、
避
俗
（
事
務
や
仲
裁
、
金
銭
・
婚
姻
等

の
媒
酌
と
い
っ
た
俗
事
を
避
け
る
）、
遠
酒
（
飲
酒
で
乱
れ
ぬ
よ
う
に

慎
み
、
色
欲
も
避
け
る
）
で
あ
る
。

　

説
教
学
で
は
、
弁
舌
の
み
が
勝
れ
る
を
善
し
と
せ
ず
、
説
教
者
の
人
柄
や
信
仰
、
ま
た
生
活
態
度
よ
り
、
に
じ
み
出
て
く
る
も
の

を
真
の
説
教
と
し
て
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ⓓ
説
教
の
形
式

　

説
教
者
が
「
腹
稿
」
を
作
る
際
、
い
か
に
説
教
を
組
み
立
て
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
説
教
は
古
来
よ
り
法
説
・
譬
喩
・
因
縁
の

三
段
形
式
を
基
本
と
し）

13
（

、
明
治
期
の
各
種
「
説
教
学
」
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
は
説
教

の
形
式
に
つ
い
て
詳
述
し
、
一
、
賛
題
、
二
、
法
説
、
三
、
譬
喩
、
四
、
因
縁
、
五
、
結
勧
の
五
つ
に
分
け
て
解
説
し
て
い
る
。
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「
一
、
賛
題
」
と
は
説
教
の
タ
イ
ト
ル
の
こ
と
で
、
説
教
の
主
意
と
深
く
関
わ
る）

11
（

。
賛
題
に
は
、
説
教
者
の
言
葉
に
権
威
を
も
た

せ
る
た
め
に
経
典
・
祖
録
・
和
歌
・
詩
偈
の
文
句
が
相
応
し
く
、
特
に
自
宗
の
祖
師
の
言
を
引
く
の
が
よ
い
と
さ
れ
る
。
賛
題
は
簡

潔
明
瞭
で
時
勢
に
合
う
も
の
が
よ
く
、
賛
題
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
支
離
滅
裂
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
説
教
者
は
注
意
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

平
素
の
読
書
に
も
と
づ
き
、「
賛
題
集
」
を
作
る
こ
と
も
勧
め
て
い
る
。

「
説
教
の
組
織
」
図
　（
⑧
『
最
新 

応
用
説
教
学
講
義
』

一
〇
六
頁
の
図
に
も
と
づ
く

）

注 意 修 辞 材 料 目 的

簡
に
し
て
明
な
る
を

撰
ぶ
べ
し

音
調
は
緩
な
る
べ
し

仏
典
・
祖
録
、
并
に

高
僧
・
碩
徳
の
詩
歌

自
己
の
職
責
を
明
に

し
、
且
つ
一
種
の
権

威
を
与
う 賛 

題

冗
長
に
渉
る
勿
れ

緩
に
し
て
次
第
に
急
。

初
め
は
声
低
く
次
第

に
高
く
す
べ
し

俗
談

平
話

法
説
を
誘
導
す

序 

説

倦
怠
せ
し
め
ざ
る
の
注
意

を
要
す

平
易
に
し
て
明
晰

仏
典
・
祖
録
等
に
よ
っ
て

賛
題
の
主
意
を
解
説
し
、

一
切
の
外
典
に
よ
っ
て
其

の
真
理
を
証
明
す

教
義
の
伝
播 法 

説

陳
腐
な
る
を
避
け
適
当
な

る
を
撰
べ

緩
急
抑
揚
に
注
意
す
べ
し

仏
典
・
祖
録
、
并
に
外
典

は
勿
論
、
日
常
の
見
聞

法
説
を
解
説
し
易
か
ら
し

め
、
且
つ
趣
味
を
深
か
ら

し
む

譬 

喩

同
上
、
并
に
二
個
以
上

の
因
縁
を
用
い
る
勿
れ

尤
も
音
調
・
修
辞
の

注
意
を
要
す

同
上
・
史
伝
・
漫
筆
・

新
聞
・
雑
誌
の
記
事

法
説
を
証
明
し
聴
者
を

倦
怠
せ
し
め
ざ
ら
し
む

因 

縁

論
武
を
一
転
す
べ
か
ら
ず

流
麗
に
し
て
急
な
る
べ
し

法
説
の
要
義

勧
誘
し
て
信
仰
を
起
さ
し

め
、
又
、
信
仰
を
堅
固
な
ら

し
む

結 

勧
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「
二
、
法
説
」
は
説
教
の
主
意
で
あ
り
、
説
教
の
根
幹
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る）

15
（

。
法
説
は
専
ら
「
宗
門
学
」
を
基
本
と
す
る
が
、

学
問
や
世
間
学
を
応
用
し
て
も
よ
い
と
い
う
。
法
説
に
は
、
賛
題
の
言
を
も
と
に
一
々
解
説
す
る
や
り
方
、
主
意
を
も
と
に
賛
題
を

離
れ
て
自
由
に
弁
ず
る
や
り
方
の
二
種
が
あ
る
。
法
説
を
展
開
し
て
ゆ
く
の
に
、
演
繹
（
初
め
に
原
理
を
挙
げ

て
後
で
説
明
す
る

）、
帰
納
（
個
々
の
事
例
を
挙
げ
て

最
後
に
原
理
を
示
す

）

と
い
う
論
理
法
も
活
用
可
能
と
し
て
い
る）

11
（

。

　

法
説
の
導
入
（
序
説
）
に
は
、
談
話
（
日
常
普
通

の
挨
拶

）、
平
叙
（
直
ち
に
賛
題
に

つ
い
て
叙
べ
る
）、
破
題
位
（
賛
題
を
離
れ
て
直
ち
に

譬
喩
・
因
縁
に
入
る

）
と
い
う
三
種
が
あ
り）

17
（

、
説
教

を
連
日
行
う
場
合
に
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
の
が
よ
い
と
い
う
。
導
入
で
は
沈
静
な
る
言
葉
を
遣
い
、
無
駄
な
理
屈
や
修
飾

語
を
用
い
ず
、
口
上
が
冗
長
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
注
意
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　
「
三
、
譬
喩
」
と
は
、
た
と
え
話
で
あ
る）

11
（

。
無
味
乾
燥
、
難
解
に
な
り
が
ち
な
法
説
の
主
意
を
分
か
り
易
く
補
う
効
果
が
あ

る）
19
（

。
譬
喩
は
身
近
な
題
材
が
よ
く
、
そ
れ
を
斬
新
な
視
点
で
簡
潔
明
瞭
に
用
い
る
の
が
よ
い
と
い
う
。
譬
喩
を
集
め
る
上
で
は
日

常
の
観
察
が
重
要
と
な
る
が
、
そ
れ
の
み
で
適
し
た
譬
喩
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
釈
尊
が
用
い
た
譬
喩
、
具
体
的

に
は
、『
法
句
譬
喩
経
』『
僧
祇
律
』『
百
喩
経
』『
雑
宝
蔵
経
』『
雑
阿
含
経
』『
法
苑
珠
林
』『
大
智
度
論
』
等
の
仏
典
を
参
考
に
す

る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
『
譬
喩
抄
』『
沙
石
集
』
等
の
仏
書
、
ま
た
『
准
南
子
』『
荘
子
』
等
の
外
典
、
西
洋
の
『
イ

ソ
ッ
プ
物
語
』
等
も
役
立
つ
と
い
う
。

　
「
四
、
因
縁
」
と
は
法
説
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
た
め
に
、
事
実
談
を
引
用
す
る
こ
と
で
あ
る）

51
（

。
旧
来
の
説
教
で
は
、
奇
怪
・
荒

唐
無
稽
な
因
縁
が
多
く
用
い
ら
れ
た
が
、「
説
教
学
」
で
は
高
僧
や
碩
徳
の
逸
話
、
仏
教
篤
信
者
の
美
談
が
最
適
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
歴
史
上
の
英
雄
・
豪
傑
の
逸
話
や
、
新
聞
記
事
も
適
し
て
い
る
と
い
う
。
説
教
に
お
い
て
因
縁
を
主
に
し
す
ぎ
る
と
落
語
や
講

談
と
な
り
、
説
教
と
し
て
の
品
位
を
失
う
た
め
、
あ
く
ま
で
も
因
縁
は
法
説
の
例
証
に
と
ど
め
る
べ
き
と
も
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
譬
喩
・
因
縁
の
部
分
で
は
、
適
度
に
「
滑
稽
法
」
を
用
い
る
こ
と
も
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
⑤
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
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に
よ
れ
ば
、
一
本
調
子
の
説
教
で
は
死
談
と
な
り
、
聴
衆
を
飽
き
さ
せ
る
か
ら
、
あ
え
て
主
意
と
反
対
の
言
葉
、
滑
稽
法
を
使
い
、

説
教
の
勢
い
を
付
け
る
べ
き
と
し
て
い
る）

51
（

。
④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
で
も
滑
稽
法
の
価
値
を
認
め
つ
つ
、
卑
し
く
、
浅
は
か

な
滑
稽
話
を
避
け
、
ま
た
冗
長
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
注
意
し
て
い
る）

51
（

。
法
説
が
根
幹
と
す
る
な
ら
ば
、
譬
喩
・
因
縁
は
枝
葉
で
あ
り
、

法
説
の
主
意
を
引
き
立
て
る
た
め
、
譬
喩
・
因
縁
を
適
宜
に
用
い
る
と
い
え
よ
う）

53
（

。

　

さ
ら
に
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』　

で
は
、
古
来
の
詩
歌
・
俳
句
を
引
く
と
、
乾
燥
に
流
れ
や
す
い
法
説
を
補
い
、
優
美

な
趣
き
に
な
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
詩
歌
・
俳
句
で
も
説
明
的
な
も
の
、
平
凡
な
も
の
は
不
適
で
あ
り
、
高
尚
す
ぎ
て
説
明
を
要

す
る
も
の
も
避
け
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
地
口
・
洒
落
の
類
を
用
い
る
の
も
よ
い
が
、
他
人
を
嘲
る
よ
う
な
も
の
は
説
教
に
不

向
き
と
し
て
い
る
。

　
「
五
、
結
勧
」
と
は
説
教
全
体
の
結
び
で
あ
る）

51
（

。
結
勧
の
目
的
は
、
説
教
全
体
の
主
意
を
完
全
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
（
主
意
の

貫
徹

）、

聴
衆
の
信
仰
を
鼓
舞
し
高
め
る
こ
と
（
信
仰
の

奨
励

）
の
二
つ
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
壮
健
か
つ
簡
明
な
言
葉
を
遣
い
、
語
勢
よ
く
急
に
語

る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
毎
回
、
同
じ
結
び
を
く
り
返
す
と
、
聴
衆
は
「
ま
た
か
」
と
説
教
の
効
力
が
薄
れ
る
た
め
、
工
夫
す
べ
き

と
も
い
う
。

　

以
上
が
説
教
の
基
本
的
な
流
れ
と
な
る
が
、
そ
の
用
途
に
応
じ
て
、
法
説
・
譬
喩
・
因
縁
等
を
組
み
替
え
て
も
よ
い
と
し
、
三
つ

の
や
り
方
を
提
示
し
て
い
る）

55
（

。

　

ⓐ
綱
領
一
段
格 

・
・
・
法
説
の
大
主
意 

≫
≫
≫

譬
喩
・
因
縁 

≫
≫
≫

結
勧
の
辞

　

ⓑ
鶴
膝
格 

・
・
・
譬
喩
・
因
縁 

≫
≫
≫

法
説
の
大
主
意 

≫
≫
≫

譬
喩
・
因
縁

　

ⓒ
曲
折
法 

・
・
・
譬
喩
・
因
縁 

≫
≫
≫

譬
喩
・
因
縁 

≫
≫
≫

法
説
の
大
主
意

　

ま
た
各
段
の
組
み
立
て
方
に
つ
い
て
、
対
照
（
自
他
の
相
違
を
比
較

し
て
明
確
に
す
る

）、
反
復
（
言
葉
を
変
え
な
が
ら

同
趣
旨
を
く
り
返
す
）、
層
進
（
次
第
の

論
展

）
を
取
り
入
れ
る
と
、
説
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教
に
幅
が
出
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
が
説
教
の
基
本
形
式
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
玉
石
混
交
、
様
々
な
説
教
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』

で
は
、
世
間
で
広
く
行
わ
れ
る
説
教
を
七
種
に
分
類
し
て
い
る）

51
（

。
す
な
わ
ち
、
学
談
（
学
者
の
説
教
。
聴
衆
は

喜
ば
な
い
が
法
尾
を
ひ
く

））
57
（

、
実
談
（
篤
実
如
法
な
る
説
法
。

精
心
・
道
徳
に
よ
っ
て

人
を
惹
き

つ
け
る

）、
講
談
（
理
談
。
議
論
体
の
説
教
。
教
え
の

勝
劣
や
事
物
の
利
害
等
を
論
じ
る
）、
権
談
（
本
寺
本
山
か
ら
の
派
出
説
教
。
学
問
・
弁
舌
に

関
係
な
く
、
権
威
を
背
景
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
）、
売
談
（
詐
欺
・
俳
優
な
る
説
教
。
奇

説
・
怪
談
で
人
を
喜
ば
せ
る
）、
野
談
（
民
間
に
徘
徊
し
て
の

説
教
。
言
行
と
も

に
卑
劣
で
あ
り
、
妄
り
に
霊

験
・
不
思
議
等
を
用
い
る

）、
奸
談
（
謀
計
・
悪
だ
く
み
の
あ
る
説
教
。「
今
釈
迦
」

「
生
き
仏
」
と
自
称
し
、
仏
教
を
売
り
物
に
す
る
）
で
あ
る
。

　

学
談
・
実
談
・
講
談
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
説
教
の
一
家
を
な
し
て
い
る
が
、
自
ら
の
説
教
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
名
談
に
達
し
得
て

な
い
と
い
う
。
売
談
・
野
談
・
奸
談
は
「
不
浄
説
法
（
仏
法
を
仮
り
て
利

養
を
求
め
る
こ
と
）」
で
あ
り
、
あ
る
ま
じ
き
説
教
と
批
判
し
て
い
る
。
説
教
者
は

高
慢
や
名
利
に
迷
い
、
自
ら
を
誇
っ
て
他
人
を
妬
み
、
妄
説
の
主
張
に
陥
り
や
す
い
と
し
て
注
意
を
促
し
て
い
る）

51
（

。

五
、
説
教
時
の
心
得

ⓐ
説
教
に
お
け
る
心
得
と
注
意

　

い
ざ
説
教
に
臨
む
時
、
説
教
者
は
い
か
に
心
が
け
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で

は
、
ま
ず
説
教
場
と
な
る
仏
前
を
よ
く
荘
厳
し
、
仏
や
祖
師
の
加
被
力
（
＝
加
持
力
）
を
仰
ぐ
べ
き
と
し
て
い
る）

59
（

。
④
『
改
良
新

選　

説
教
学
』
で
は
、
古
人
の
言
「
信
は
荘
厳
よ
り
起
る
の
徳
な
り
」
を
引
い
て
、
説
教
者
は
法
座
に
登
る
時
、
衣
服
に
気
を
遣
い
、

よ
く
荘
厳
に
勤
め
る
べ
き
と
し
て
い
る）

11
（

。
よ
く
荘
厳
さ
れ
た
雰
囲
気
は
、
説
教
者
自
身
の
信
心
を
高
め
、
同
時
に
聴
衆
の
信
心
を

発
起
さ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

説
教
の
次
第
に
つ
い
て
は
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』　

に
詳
し
く
、
以
下
と
し
て
い
る）

11
（

。
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出
仕
（
教
場
に
出

る
こ
と

）
→
仏
拝
（
仏
尊
を

拝
む

）
→
昇
座
（
高
座
に
胸
を

張
っ
て
座
る
）
→
衣
紋
（
法
衣
動
作
を
正
し
、
聴
衆
の
状
態
を
観
察
す

る
。
後
に
適
宜
、
十
念
・
詠
歌
等
を
唱
え
る
）

→
応
説
（
聴
衆
の
性
質
に
応
じ
て
話

を
取
捨
し
て
説
教
す
る

）
→
中
休
→
退
座

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』　

で
も
同
様
の
次
第
で
あ
る
が
、
説
教
前
に
三
宝
礼
・
奉
請
・
散
華
・
三
帰
三
竟
・
四
恩
・
十
善
戒
・

開
経
偈
、
説
教
後
に
四
弘
誓
願
・
回
向
の
経
文
を
加
え
て
い
る）

11
（

。

　

説
教
に
臨
ん
で
心
が
け
る
べ
き
点
は
種
々
で
あ
る
が
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
仏
陀
の
使
者
、
代
理
と
し
て
説
教
す
る
と
い
う

気
概
で
あ
ろ
う
。
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
は
、
説
教
者
は
仏
陀
の
使
者
と
し
て
態
度
を
正
す
べ
き
と
し
て
い
る）

13
（

。
す

な
わ
ち
顔
容
を
端
正
に
た
も
ち
、
眼
を
泳
が
さ
ず
、
数
珠
や
扇
以
外
の
余
計
な
物
を
持
た
ず
、
身
体
を
無
駄
に
動
か
さ
ず
、
静
か
に

説
教
を
始
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
仏
陀
の
代
理
な
の
だ
か
ら
、
説
教
者
は
い
か
な
る
聴
衆
に
も
、
決
し
て
怯
え
た
り
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う）

11
（

。
そ
の
意
味
に
お
い
て
説
教
者
に
は
信
念
に
加
え
て
、
沈ち
ん

毅き

（
落
ち
着
い
て
い
て
物

事
に
動
じ
な
い
こ
と
）、
大だ
い

膽た
ん

（
度
胸
が
す
わ
っ

て
い
る
こ
と

）
が
必
要
と

し
て
い
る
。
度
胸
も
ま
た
人
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
が
、
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
に
よ
れ
ば
、
絶
え
ず
説
教
に
臨
み
つ
づ
け
て
場

に
慣
れ
、
ま
た
種
々
の
事
情
・
人
情
に
精
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と
度
胸
が
つ
く
も
の
と
し
て
い
る）

15
（

。
ま
た
、
ど
う
し
て
も

心
が
散
乱
す
る
な
ら
ば
、
著
名
な
説
教
者
の
事
例
と
し
て
、
説
教
前
に
数
息
観
を
行
う
こ
と
を
勧
め
て
い
る）

11
（

。

　

次
に
説
教
を
展
開
す
る
中
で
、
気
を
配
る
べ
き
は
「
応
説
」
で
あ
る
。
応
説
と
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ド
リ
ブ
で
あ
り
、
会
場
や
聴
衆

の
性
質
・
状
態
を
推
し
量
り
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
法
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で
は
、
教
場
の
広
狭
に
合

わ
せ
て
声
を
発
し
、
ま
た
聴
者
の
智
愚
・
雅
俗
・
信
不
信
等
を
見
き
わ
め
て
話
題
を
取
捨
選
択
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』　

で
も
、「
世
尊
の
教
法
は
万
代
不
易
の
真
理
」
な
が
ら
も
、
説
教
は
時
機
に
応
じ
る
こ
と
が
肝
要
と
し
て
い

る）
17
（

。
た
だ
し
、
著
名
な
説
教
者
の
口
伝
に
よ
れ
ば
、
応
説
は
説
教
の
細
部
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
説
教
の
柱
礎
と
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な
る
部
分
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。「
説
教
の
古
来
よ
り
難
し
と
す
る
は
応
説
の
一
に
あ
り）

11
（

」
と
い
う
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
応
説
は
至
難
の
技
で
あ
り
、
説
教
者
の
経
験
・
セ
ン
ス
が
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で
は
、「
説
教
は
説
教
者
の
語
る
に
あ
ら
ず
。
説
教
は
聞
者
よ
り
語
ら
せ
令
る
者
な
り）

19
（

」
と
い
う

古
人
の
言
を
引
い
て
い
る
。
説
教
者
は
絶
え
ず
聴
衆
の
様
子
に
注
意
を
払
い
、
相
手
が
望
む
も
の
を
察
知
し
、
聞
き
取
り
や
す
く
爽

や
か
で
、
感
動
を
も
た
ら
す
よ
う
な
説
教
を
心
が
け
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う）

71
（

。

　

次
に
説
教
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
宗
門
学
」
が
主
で
あ
り
、
絶
対
に
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』

で
は
、
説
教
者
は
自
他
内
外
の
教
え
を
弁
ま
え
つ
つ
も
、「
本
宗
開
祖
の
宗
旨
を
確
守
」
す
る
こ
と
が
本
分
で
あ
る
と
し
、
む
や
み

に
他
宗
他
派
の
言
葉
を
交
え
、
自
宗
の
教
え
を
乱
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る）

71
（

。
ま
た
、
聴
者
の
興
味
を
ひ
く
た
め
と
は
い
え
、

自
宗
の
教
え
を
損
害
す
る
よ
う
な
因
縁
・
譬
喩
・
詩
歌
・
古
語
等
を
決
し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
禁
じ
て
い
る）

71
（

。
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
は
、「
異
宗
攻
撃
は
説
教
に
於
て
最
も
見
苦
し
い
も
の）

73
（

」
と
し
、
あ
く
ま
で
も
説
教
は
自
己
の
信
仰
、
自
宗

の
教
え
を
伝
え
る
こ
と
に
徹
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　　

次
に
説
教
の
言
葉
に
関
す
る
注
意
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』　

で
は
、
説
教
者
の
言
葉
が
不

明
瞭
（
語
句
の

不
明

）、
か
つ
不
十
分
な
内
容
（
意
義
の

不
足

）
だ
と
、
聴
衆
に
自
力
で
の
理
解
を
強
い
る
の
で
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る）

71
（

。
こ
れ
ら
の
不
備
を
補
お
う
と
、
説
教
者
が
い
か
に
声
を
大
き
く
し
よ
う
と
も
意
味
が
な
い
と
い
う
。

　

説
教
の
言
葉
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
は
、
文
字
の
音
訓
の
使
い
分
け
、
文
の
「
て
・
に
・
を
・
は
」、
説
教
の
言
い
回
し
に
慣
れ

る
こ
と
（
読
付
）
が
肝
要
と
し
て
い
る）

75
（

。
ま
た
聴
衆
を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、「
語
句
の
重
複
」「
説
教
の
冗
長
」
の
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二
事
に
も
注
意
す
べ
き
と
し
て
い
る）

71
（

。
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
も
、「
下
手
の
長
談
義
は
退
屈
の
本
」
と
述
べ
、
い
か

な
る
説
教
上
手
で
も
長
く
な
れ
ば
聴
衆
は
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
と
し
て
い
る）

77
（

。
そ
の
上
で
、
西
洋
の
雄
弁
家
や
真
宗
僧
侶
の
事
例

を
引
き
、
説
教
の
時
間
は
三
〇
～
四
〇
分
を
適
度
と
し
、
も
し
長
く
行
う
時
に
は
二
座
に
分
割
す
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
で
は
、「
た
だ
他
人
に
解
し
易
く
語
る
ば
か
り
が
説
教
の
能
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
た
だ
解

っ
た
だ
け
で
は
深
く
信
ず
る
と
い
ふ
心
の
起
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ）

71
（

」
と
し
た
上
で
、
明
晰
か
つ
優
美
、
健
や
か
（
勁け
い

健け
ん

）
で

勢
い
の
あ
る
言
葉
遣
い
が
必
要
と
述
べ
て
い
る
。

　

明
晰
な
説
教
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
身
の
考
え
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
上
で
正
し
い
文
法
、
言
葉
を
使
う
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
安
易
に
外
国
語
・
地
方
語
・
専
門
語
・
死
語
・
造
語
や
、
ま
た
曖
昧
・
冗
漫
な
る
言
葉
や
省
略
を

避
け
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
説
教
を
優
美
、
健
や
か
に
す
る
た
め
に
は
、
言
葉
や
思
想
に
お
い
て
変
化
・
抑
揚
、
統
一
・
調
和

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
と
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

春
夏
秋
冬
の
変
化
の
あ
る
中
に
統
一
の
あ
る
の
が
宇
宙
の
状
態
で
あ
り
ま
す
る
の
で
、
説
教
者
も
一
座
の
中
に
は
、
此
の
変

化
と
統
一
と
を
以
て
此
の
語
調
を
修
練
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ）

79
（

。

　

ま
た
優
美
に
語
る
な
ら
ば
、
サ
行
・
ナ
行
・
ハ
行
等
の
長
音
の
語
、
健
や
か
に
語
る
な
ら
ば
、
カ
行
・
ラ
行
・
タ
行
等
の
短
音
の

語
を
用
い
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
様
々
な
修
飾
、
修
辞
を
駆
使
す
る
の
も
よ
い
と
し
て
い
る
。

ⓑ
説
教
の
話
法
・
話
術

　

説
教
の
目
的
は
聴
衆
に
信
心
・
安
心
を
発
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
感
動
さ
せ
ら
れ
る
か
否
か
が
重
要
と
な
る
。

各
種
『
説
教
学
』
に
よ
れ
ば
、
説
教
の
感
動
を
高
め
る
上
で
大
切
な
の
は
「
音
声
の
変
化
」
で
あ
り
、
高
低
・
強
弱
・
昇
降
・
緩
急
・
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遅
速
等
、
音
声
の
用
い
方
こ
そ
が
説
教
の
秘
訣
で
あ
る
と
し
て
い
る）

11
（

。
い
か
に
卓
越
し
た
説
教
内
容
で
も
、
抑
揚
な
く
話
し
続
け

る
な
ら
ば
、
決
し
て
聴
衆
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い）

11
（

。
ま
た
、
古
来
よ
り
大
声
で
説
教
す
る
者
も
多
い
が
、
こ
れ
も
抑
揚
が

な
け
れ
ば
聴
衆
を
不
愉
快
に
さ
せ
、
説
教
者
も
無
駄
に
疲
労
し
、
声
を
枯
渇
さ
せ
る
の
み
と
い
う）

11
（

。
そ
う
か
と
い
っ
て
、
む
や
み

に
音
声
を
変
化
さ
せ
て
も
効
果
は
な
く
、
適
切
な
音
声
の
用
い
方
を
修
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
で
は
、
音
声
に
は
大
別
し
て
、
常
声
・
仮
声
・
成
声
の
三
種
が
あ
る
と
し
て
い
る）

13
（

。
常
声
と
は
平
話

に
用
い
る
声
、
仮
声
と
は
叫
喚
・
驚
愕
等
の
非
常
時
に
用
い
る
声
、
ま
た
成ツ
ク
リ
ゴ
エ声
と
は
練
習
の
功
労
に
よ
り
造
り
成
し
た
声
で
あ
る

と
い
う
。
こ
の
う
ち
、
説
教
に
相
応
し
い
の
は
成
声
で
あ
り
、「
成ツ
ク
リ
ゴ
エ声
に
あ
ら
ず
ん
ば
発
声
、
忽
ち
疲
労
を
生
じ
咽ノ

喉ド

乾カ
ワ
キ

涸カ
レ

し
て

渋
滞
す）

11
（

」
と
し
、
説
教
を
志
す
者
は
先
ん
じ
て
説
教
に
向
い
た
声
を
習
練
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
発
声
す
る
時
の
注
意
点
と
し
て
七
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
胸
ム
ネ
ヲ

張ハ
リ

（
胸
や
腹
を
よ
く
開
張
し
て
、
前
に

突
き
出
す
よ
う
に
し
て
発
声
を
行
う
）、
語
息
（
説
教
を

語
り
な

が
ら
、
自
然
に
語
息

し
て
音
声
を
補
給
す
る
）、
応
席
（
教
場
の
広
狭
や
聴
者
の
多
少

に
応
じ
て
音
声
語
勢
を
選
ぶ
）、
音
調
（
音
声
作
用
に
深
く
注
意
し
な
が
ら
、
遅
速
・

高
低
・
強
弱
・
昇
降
等
を
使
い
分
け
る

）、
態ミ
ブ
リ度

（
言
葉
の
情
感
に
応
じ
て
、
適
宜
、
身
ぶ

り
、
手
ぶ
り
等
の
動
作
を
お
り
混
ぜ
る

））
15
（

、
段
落

（
聴
者
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

説
教
内
容
に
段
落
を
設
け
る

）、
養
声
（
平
素
よ
り
飲
食
の
時
間
や
種
類
に
注
意

し
て
、
音
声
を
養
う
よ
う
に
心
が
け
る
））

11
（

で
あ
る
。

　

各
種
「
説
教
学
」
で
は
、
上
記
の
う
ち
「
音
調
」
を
め
ぐ
っ
て
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
情
感
に
あ
わ
せ
て
説
教
の
声
色
を
使
い
分

け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
で
は
、
高
声
は
特
別
な
語
意
を
強
調
す
る
時
や
感
情
の
変
転
を

表
す
る
時
、
ま
た
壮
快
あ
る
い
は
怒
る
場
面
で
用
い
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
恨
み
や
ご
う
慢
、
逆
に
大
喜
び
す
る
場
面
で
は
旦

声
が
よ
く
、
ま
た
悲
壮
、
失
望
す
る
場
面
で
は
低
声
、
娯
楽
や
感
服
す
る
場
面
で
は
、
通
常
音
が
相
応
し
い
と
し
て
い
る）

17
（

。

　

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
で
は
、
音
調
を
変
え
る
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
表
面
の
み
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
や
は
り
聴
衆

を
感
動
さ
せ
ら
れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

今
、
聴
衆
を
感
動
せ
し
め
ん
と
せ
ば
、
音
調
を
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
四
情
に
応
じ
て
適
宜
に
作
用
す
る
を
以
て
第
一
と
す
。
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然
れ
ど
も
表
面
の
み
に
之
を
為
さ
ん
と
し
て
心
中
、
此
の
四
情
を
感
想
せ
ざ
れ
ば
其
の
説
教
た
る
決
し
て
他
人
に
卓
越
せ
る
妙

美
の
絶
境
に
達
す
る
能
は
ざ
る
は
論
を
待
た
ず
。
反
て
鄙
野
の
説
教
た
ら
ん
の
み）

11
（

。

六
、
ま
と
め

　

本
論
で
は
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
各
種
の
「
説
教
学
」
に
注
目
し
、
説
教
の
心
得
や
話
法
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
き
た
。
今
か

ら
百
年
以
上
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
教
の
理
論
や
技
術
は
今
で
も
応
用
可
能
で
あ
り
、
ま
た
説
教
者
が
決
し
て

忘
れ
て
な
ら
な
い
心
得
に
関
す
る
金
言
も
ま
た
散
見
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
説
教
は
知
識
や
技
術
の
み
で
即
座
に
上
達
す
る
も
の
で
は
な
く
、
強
い
意
志
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
る
研
鑽
に
よ

っ
て
の
み
上
達
可
能
と
い
う
視
点
は
特
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
や
や
も
す
れ
ば
安
易
に
他
の
説
教
を
ま
ね
て
、
そ
の
外
形
を
取
り
繕
う

の
に
終
始
し
が
ち
に
な
る
が
、
説
教
者
自
身
の
信
念
、
信
仰
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
決
し
て
聴
衆
の
心
を
動
か
す
説
教
は
で
き
な
い
と

い
う
。

　

で
は
説
教
の
上
達
を
志
す
者
は
い
か
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
各
種
の
「
説
教
学
」
の
提
示
す
る
方
法
を
整
理
す
る
と
以
下
と
な

る
。
説
教
向
上
に
資
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

□　

生
涯
に
わ
た
り
学
問
を
研
鑽
す
る
（
宗
門
学
が
根
幹
。
あ
わ
せ
て
様
々
な
学
問
知
識
）。

□　

人
と
の
交
流
、
種
々
の
体
験
を
通
じ
て
見
聞
を
広
め
る
（
説
教
の
材
料
の
収
集
）。

□　

学
問
知
識
や
見
聞
経
験
を
も
と
に
「
備
忘
録
」
を
つ
く
る
（
情
報
の
精
査
も
肝
要
）。

□　

備
忘
録
を
も
と
に
説
教
の
構
成
を
考
え
て
「
腹
稿
」
を
つ
く
る
。

□　

備
忘
録
お
よ
び
腹
稿
に
よ
く
目
を
通
し
て
暗
記
し
、
言
い
回
し
に
慣
れ
て
お
く
。
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□　

日
常
の
会
話
を
疎
か
に
せ
ず
、
説
教
の
内
容
や
言
葉
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
を
試
す
。

□　

他
の
説
教
を
よ
く
聞
い
て
善
し
悪
し
を
研
究
し
、
自
ら
の
説
教
を
磨
く
。

□　

説
教
の
内
容
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
自
己
の
信
仰
・
信
念
を
確
立
す
る
。

□　

平
素
か
ら
言
葉
遣
い
に
気
を
付
け
、
説
教
に
適
し
た
声
（
成ツ
ク
リ
ゴ
エ声

）
を
練
成
す
る
。

□　

失
敗
を
恐
れ
ず
に
説
教
の
場
に
立
ち
続
け
、
経
験
を
積
ん
で
度
胸
を
つ
け
る
。

□　

仏
陀
の
使
者
、
代
理
者
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、
強
い
気
持
ち
で
説
教
に
臨
む
。

註（
1
） 

現
代
で
は
仏
教
を
説
く
こ
と
に
つ
い
て
、「
法
話
」「
説
法
」「
説
教
」

「
布
教
」
等
、
多
様
な
語
が
用
い
ら
れ
、
あ
ま
り
そ
の
差
異
は
意
識
さ

れ
な
い
。
し
か
し
、
明
治
期
の
各
種
「
説
教
学
」
を
見
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
語
は
目
的
や
方
法
に
応
じ
て
区
別
さ
れ
、
使
い
分
け
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。「
説
教
学
」
ご
と
に
多
少
解
釈
が
相
違
す
る
部
分
も
あ

る
が
、
そ
の
共
通
す
る
内
容
を
ま
と
め
る
と
、「
法
話
」
と
は
僧
侶
が

法
要
前
後
に
簡
潔
に
仏
教
を
説
く
こ
と
で
あ
り
、
特
に
形
式
的
な
定

め
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
に
「
説
教
」
は
仏
典
（
経
論
・
疏
釈
・

祖
師
の
著
書
等
）
の
言
葉
に
よ
っ
て
賛
題
・
主
題
を
定
め
、
法
説
・

譬
喩
・
因
縁
と
い
う
三
段
形
式
で
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
説
教
の

担
い
手
は
必
ず
し
も
僧
侶
に
限
定
さ
れ
ず
、
居
士
等
の
在
家
者
が
行

う
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
「
布
教
」
は
各
種
「
説

教
学
」
中
に
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
法
話
」「
説
教
」
等
と
い
っ

た
仏
教
の
伝
統
と
は
、
ル
ー
ツ
を
異
に
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

各
種
「
説
教
学
」
で
は
特
に
説
教
に
つ
い
て
、
近
代
日
本
で
広
く

行
わ
れ
た
演
説
・
講
義
・
講
談
・
討
論
等
と
の
相
違
を
明
か
し
て
い
る
。

ま
ず
仏
教
演
説
を
主
題
と
す
る
③
『
仏
教
演
説
達
弁
之
術
』（
二
～
三

頁
）
で
は
、
演
説
・
講
義
・
説
教
・
討
論
の
四
種
に
分
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
演
説
と
は
命
題
に
も
と
づ
き
、
論
理
法
や
三
段
論
証
に

よ
っ
て
自
己
の
意
見
・
思
想
を
述
べ
る
類
で
あ
る
。
講
義
と
は
経
律

論
の
三
蔵
の
語
句
を
詳
細
に
解
釈
し
、
仏
教
の
道
理
を
説
示
す
る
も

の
で
あ
る
。
説
教
と
は
経
論
・
祖
師
等
の
言
葉
を
賛
題
と
し
て
法
・

譬
・
因
の
三
段
に
説
く
も
の
で
、
信
心
の
勧
発
が
目
的
で
あ
る
。
討

論
と
は
自
分
と
他
者
と
が
相
対
議
論
し
て
是
非
・
正
邪
を
批
判
し
あ

う
類
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
演
説
の
み
が
西
洋
由
来
で
明
治
期

に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
三
種
は
日
本
古
来
の
も
の
と
し
て

い
る
。

　

次
に
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』（
三
丁
右
～
七
丁
右
）
で
は
、
説
教

中
に
説
教
・
講
談
・
演
説
・
法
話
の
四
体
が
あ
る
と
し
、
話
者
は
四
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体
を
よ
く
識
別
し
て
、
決
し
て
混
同
せ
ぬ
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
。

ま
ず
説
教
体
と
は
、
仏
前
で
因
縁
・
譬
喩
等
を
交
え
て
法
を
丁
寧
に

弁
解
す
る
も
の
で
、
聞
者
を
心
服
流
涕
さ
せ
る
の
が
目
的
と
な
る
。

講
談
体
と
は
、
演
説
体
に
類
似
す
る
近
来
の
一
体
で
、
仏
前
以
外
の

場
所
で
行
う
。
教
法
の
勝
劣
・
是
非
、
事
物
の
利
害
・
得
失
を
弁
解
し
、

事
実
証
拠
を
論
決
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
全
く
法
味
が
な
い
か
ら
、

僧
侶
は
平
素
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
演
説
体
と
は
本

寺
・
本
山
に
よ
る
派
出
布
教
や
、
囚
人
教
誨
等
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

法
話
体
と
は
一
言
の
談
話
で
あ
り
、
家
族
や
病
人
等
の
要
請
を
う
け

て
簡
潔
に
法
を
述
べ
る
類
で
あ
る
。

（
2
） 

目
黒
隆
幸
「
真
言
宗
布
教
史
」　
（
一
九
五
六
年
、『
密
教
文
化
』
三
十

六
・
三
十
七
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
以
前
は
、
わ
ず
か
に
聖
や
六
十
六

部
が
布
教
に
類
す
る
こ
と
を
行
っ
た
の
み
で
、
真
言
宗
と
し
て
は
布

教
に
関
す
る
何
等
の
制
度
も
、
設
備
も
な
か
っ
た
と
い
う
（
一
頁
）。

そ
れ
ま
で
の
真
言
僧
は
学
問
的
・
儀
式
的
な
論
議
・
法
談
を
行
う
の

み
で
、
む
し
ろ
民
衆
布
教
に
励
む
僧
を
「
談
義
僧
」
と
し
て
見
下
し

た
と
い
う
。
し
か
し
、
明
治
維
新
を
境
に
、
寺
院
住
職
で
教
導
職
に

あ
る
僧
は
、
弁
舌
布
教
す
な
わ
ち
説
教
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
と
い
う
（
六
頁
）。

　

長
谷
宝
秀
『
真
言
宗
安
心
要
義
』
で
も
、「
昔
は
我
が
宗
で
は
説
教

な
ど
は
、
せ
な
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
、
ど
う
い
ふ
理
由
か
知
り
ま

せ
ん
が
、
真
言
宗
は
秘
密
の
法
門
ぢ
ゃ
か
ら
妄
り
に
在
家
に
説
き
聞

か
す
も
の
で
な
い
と
思
っ
た
も
の
か
、
兎
も
角
も
説
教
は
多
く
せ
な

ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
」（
三
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
3
） 『
智
山
年
表
』
等
参
照
。
真
言
宗
で
は
、
明
治
八
年
七
月
の
一
宗
協
議

会
（
真
言
宗
大
教
院
）
に
お
い
て
布
教
に
つ
い
て
協
議
し
、
明
治
一

二
年
一
一
月
の
一
宗
大
会
（
東
寺
）
で
宗
意
安
心
を
統
一
し
、「
布
教

の
体
裁
を
一
に
す
る
の
件
」
等
を
議
決
し
た
。
さ
ら
に
明
治
一
三
年

六
月
に
な
る
と
、
真
言
宗
管
長
の
三
条
西
乗
禅
は
、
大
会
議
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
説
教
の
熟
練
者
を
集
め
て
真
言
宗
布
教
会
議
を
開
催
し
、

「
布
教
会
議
条
款
」
を
制
定
し
た
。
以
後
、
布
教
会
議
を
重
ね
て
「
布

教
条
例
」「
教
師
派
出
章
程
」
を
定
め
、
地
方
へ
の
布
教
師
派
遣
等
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
4
） 

関
山
和
夫
著
『
説
教
の
歴
史
―
仏
教
と
話
芸
』
で
は
、
伝
統
的
な
説

教
法
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
「
節ふ

し

談だ
ん

説
教
」
を
挙
げ
て
い
る
。
節

談
説
教
と
は
、
独
特
な
節
回
し
と
と
も
に
情
感
豊
か
に
語
ら
れ
る
話

芸
の
一
種
で
、
特
に
真
宗
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
節
談
説
教
は
明
治

期
以
降
、
宗
内
で
批
判
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
娯
楽
や
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
っ
て
徐
々
に
廃
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。
関

山
氏
は
、
節
談
説
教
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
そ
の
伝
統
を
礎
と
し

て
「
新
時
代
の
布
教
法
」
を
樹
立
す
べ
き
と
提
言
し
て
い
る
（
同
書

二
〇
二
頁
）。

（
5
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
五
頁
。
時
代
に
合
っ
た
説
教
を
志
し
て
も
、

拠
る
べ
き
師
や
書
籍
は
な
く
、
そ
れ
が
「
仏
教
社
会
の
欠
曲
」
で
あ

る
と
断
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
撰
者
は
数
多

く
の
書
籍
、
各
宗
学
匠
の
意
見
を
集
め
て
「
説
教
学
」
を
編
集
し
た

の
で
あ
る
。
⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
序
文
で
も
同
様
の
趣
旨
が

述
べ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
実
際
に
若
い
僧
侶
（
雛
僧
）
に
説
教
を
や
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ら
せ
、「
説
教
学
」
の
内
容
を
一
層
洗
練
し
た
と
し
て
い
る
（
⑥
二
頁
）。

（
6
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』　

で
は
「
西
洋
諸
邦
の
説
教
学
を
も
参
酌

し
（
十
六
頁
）」、
ま
た
⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
で
は
「
現
今
第

一
等
の
説
教
家
と
称
せ
ら
る
る
米
国
宣
教
師
ム
ー
デ
ー
氏
の
説
教
学

を
通
覧
し
大
に
覚
る
処
あ
り
」（
四
頁
）
等
と
述
べ
ら
れ
る
。

（
7
） 

関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
―
仏
教
と
話
芸
』
一
八
六
頁
。

　

説
教
の
内
容
に
つ
い
て
も
節
談
説
教
を
き
ら
っ
て
新
し
い
布

教
法
を
実
践
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
が
続
々
と
あ
ら
わ
れ

た
。
し
か
し
、
説
教
と
学
問
は
本
来
異
質
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

改
良
説
教
（
新
布
教
法
）
を
い
く
ら
唱
え
て
み
て
も
そ
れ
を
唱

え
る
人
の
話
し
方
技
術
は
全
く
拙
劣
な
も
の
で
、
著
述
を
通
じ

て
彼
ら
の
論
理
や
主
張
の
新
鮮
味
に
共
鳴
し
た
人
々
も
、
ひ
と

た
び
そ
の
講
話
を
聞
く
や
忽
ち
落
胆
す
る
も
の
が
続
出
す
る
始

末
で
あ
っ
た
。

　

明
治
期
に
入
り
、
欧
米
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
節
談
説
教
を
担
う

旧
来
の
説
教
者
が
軽
視
さ
れ
、
一
方
、
大
学
等
で
仏
教
を
学
ん
だ
学

僧
が
改
良
説
教
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
説
教

の
内
容
は
高
度
化
さ
れ
た
が
、
拙
劣
で
感
銘
度
も
薄
く
、
我
流
の
法

話
が
盛
行
す
る
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
（
同
書
一
九
九

～
二
〇
〇
頁
）。

　

信
仰
は
学
問
や
理
屈
で
は
な
い
。
学
問
と
説
教
は
別
の
も
の

で
、
時
に
は
著
し
く
次
元
を
異
に
す
る
。
そ
れ
を
混
同
し
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
現
代
法
話
の
最
大
の
欠
点
が
あ
る
。
説
教
に

は
常
に
情
念
が
必
要
だ
。
学
問
・
論
理
が
優
先
し
て
情
念
を
喪

失
す
る
と
感
銘
度
が
希
薄
に
な
り
、
説
教
の
迫
力
は
減
退
す
る
。

昔
に
較
べ
て
現
代
寺
院
の
法
話
の
聴
衆
が
極
端
に
減
少
し
た
の

は
情
念
喪
失
に
起
因
す
る
面
が
あ
る
。
面
白
く
な
く
、
あ
り
が

た
く
も
な
い
難
解
な
大
学
の
講
義
の
よ
う
な
法
話
の
会
場
に
宗

教
的
雰
囲
気
が
漂
わ
ぬ
の
は
当
然
で
あ
る
。（
同
書
二
〇
五
頁
）

　

関
山
氏
の
見
解
は
、
現
行
の
説
教
・
法
話
を
見
直
す
上
で
有
用
な

指
摘
と
思
わ
れ
る
。
仏
教
を
と
り
ま
く
現
代
の
状
況
を
考
え
る
と
、

情
念
を
主
体
と
す
る
伝
統
的
な
説
教
、
学
問
を
主
体
と
す
る
改
良
説
教
、

こ
れ
ら
両
者
の
融
合
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
8
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
五
頁
。

（
9
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
一
二
頁
。
仏
教
演
説
は
破
邪
顕
正
の
目

的
に
適
す
る
と
い
う
。

（
11
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
五
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
五
八
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
五
頁
。

（
13
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
〇
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
七
頁
。

（
15
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
六
頁
。

（
11
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
四
頁
。

（
17
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
七
丁
左
。

（
11
） 
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
三
五
丁
左
。

（
19
） 
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
二
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
九
頁
。
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（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
八
頁
。

（
13
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
八
頁
。

（
11
） 
⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
二
一
頁
。

（
15
） 
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
丁
右
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
七
丁
左
。

（
17
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
六
頁
。
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
九
丁

右
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
五
頁
。

（
19
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
丁
右
。

（
31
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
四
頁
。

（
31
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
六
頁
。

（
31
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
六
頁
。

（
33
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
五
頁
。

（
31
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
二
一
頁
。

（
35
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
一
二
頁
。

（
31
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
三
頁
。

（
37
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
四
頁
。

（
31
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
五
頁
。

（
39
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
〇
頁
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
六
丁
右
～
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
二
八
丁
右
～
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
二
八
丁
右
～
。

（
13
） 

関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
―
仏
教
と
話
芸
』
三
四
～
三
五
頁
、「
型
の

伝
承
」
参
照
。
同
書
で
は
、
古
い
説
教
の
型
と
し
て
、
法
説
・
譬
喩
・

因
縁
の
「
三
周
説
法
」
を
挙
げ
、
さ
ら
に
前
に
讃
題
、
後
に
結
勧
を

加
え
た
五
段
法
を
示
し
て
い
る
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
五
七
～
六
六
頁
。

（
15
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
六
六
～
八
五
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
五
五
頁
～
。
③
『
仏
教
演
説
達
弁

之
術
』
等
で
も
演
繹
・
帰
納
の
法
を
説
く
。

（
17
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
七
六
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
八
五
～
一
〇
五
頁
。

（
19
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
五
〇
頁
で
は
、
仏
教
の
因
明
と
論
理
法

を
比
較
し
て
、
論
理
法
に
は
譬
喩
の
要
素
が
欠
け
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

（
51
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
八
五
～
一
〇
五
頁
。

（
51
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
一
〇
頁
。

（
51
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
五
四
頁
。

（
53
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
八
五
頁
～
。

（
51
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
七
五
～
八
五
頁
。

（
55
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
六
九
頁
～
。

（
51
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
二
四
丁
右
～
、「
説
教
に
七
談
の
別
あ
る
こ

と
」
参
照
。

（
57
） 

近
来
の
学
者
は
名
利
に
迷
い
、
説
教
者
を
真
似
る
と
も
批
判
さ
れ
る
。

ま
た
「
学
問
に
長
ず
る
者
は
必
ず
説
教
に
疎
く
、
説
教
に
長
ず
る
者

は
必
ず
学
問
に
疎
し
」（
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
二
五
丁
右
）
と
も

述
べ
ら
れ
る
。

（
51
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
三
二
丁
右
～
、「
不
浄
説
法
の
罪
を
謹
む
こ
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と
」
参
照
。

（
59
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
五
丁
右
。

（
11
） 
④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
五
五
頁
。

（
11
） 
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
五
六
丁
右
～
。

（
11
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
五
八
頁
。

（
13
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
六
頁
。

（
11
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
一
～
一
二
頁
。

（
15
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
〇
丁
右
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
二
一
丁
左
～
。

（
17
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
五
頁
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
二
二
丁
右
。

（
19
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
丁
左
。

（
71
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
二
丁
右
。

（
71
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
三
三
丁
左
～
。

（
71
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
三
四
丁
右
～
。

（
73
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
七
七
頁
。

（
71
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
六
頁
。

（
75
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
三
四
丁
右
。

（
71
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
九
頁
。

（
77
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
一
四
七
頁
。

（
71
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
二
三
頁
。

（
79
） 

⑧
『
最
新　

応
用
説
教
学
講
義
』
三
六
頁
。

（
11
） 

④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
序
、
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
三
丁

右
～
。

（
11
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
七
頁
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
二
丁
左
～
一
三
丁
右
、
⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
八
頁
。
大
声
の
説
教
で
は
深
い
意
味
を
含
蓄
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
会
場
が
喧
噪
騒
擾
な
る
の
み
と
し
て
い
る
。
大
声
だ
と
聞

き
取
り
や
す
く
、
感
動
を
与
え
や
す
い
と
い
う
考
え
は
全
く
の
誤
解

と
も
し
て
い
る
。
ま
た
低
声
の
説
教
も
ま
た
聴
衆
を
、
一
層
不
愉
快

な
気
持
ち
に
さ
せ
る
と
い
う
。

（
13
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
一
丁
左
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
一
丁
左
。

（
15
） 

⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
一
〇
頁
で
は
、
身
振
り
は
説
教
者
の
意

思
を
示
し
、「
説
教
術
に
非
常
の
勢
力
を
付
す
る
も
の
」
と
し
た
上
で
、

拳
手
は
熱
心
や
高
慢
・
強
情
、
震
手
は
騒
争
や
血
気
と
い
っ
た
感
情

を
表
現
で
き
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
四

丁
右
に
よ
れ
ば
、
身
振
り
を
下
手
に
や
り
過
ぎ
る
と
演
戯
・
擬
似
に

陥
り
、
教
場
は
あ
た
か
も
戯
場
の
よ
う
に
な
る
と
も
注
意
し
て
い
る
。

（
11
） 

②
『
各
宗
説
教
習
練
抄
』
一
五
丁
右
～
。
説
教
者
は
飲
食
の
時
間
や

大
声
、
夜
更
か
し
に
注
意
し
、
酒
水
・
焼
酎
、
菓
物
、
骨
質
な
る
食

品
（
ア
プ
ラ
ゴ
ー
キ
）
を
避
け
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
音
声
を
快
復

す
る
た
め
に
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
ゴ
ム
や
砂
糖
菓
子
・
糊
餅
等
が
よ
い
と

も
し
て
い
る
。

（
17
） 
④
『
改
良
新
選　

説
教
学
』
序
文
。

（
11
） 
⑥
『
仏
教
各
宗　

新
説
教
』
八
頁
。
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